
〔11月４日発表資料〕

ＴＰＰ(環太平洋パートナーシップ協定）による北海道への影響試算（品目別）

■米生産額　　 ▲ 1,130 億円

■作付農家　 ▲ 15 千戸

■関連産業　 ▲ 470 億円

■地域経済 ▲ 913 億円

■雇用 ▲ 22 千人

■小麦生産額 ▲ 418 億円

■作付農家　 ▲ 11 千戸

■関連産業 ▲ 219 億円

■地域経済 ▲ 558 億円

■雇用 ▲ 15 千人

■てん菜生産額 ▲ 492 億円

■関連産業 ▲ 908 億円

■地域経済 ▲ 1,031 億円

■雇用 ▲ 19 千人

■でん粉原料用馬鈴しょ生産額 ▲ 160 億円

■関連産業 ▲ 272 億円

■地域経済 ▲ 313 億円

■雇用 ▲ 6 千人

■酪農生産額 ▲ 2,536 億円

■飼養農家　　 ▲ 6 千戸

■関連産業　 ▲ 3,302 億円

■地域経済 ▲ 6,323 億円

■雇用 ▲ 96 千人

■肉用牛生産額 ▲ 483 億円

■飼養農家　　 ▲ 4 百戸

■関連産業　 ▲ 21 億円

■地域経済 ▲ 445 億円

■雇用 ▲ 9 千人

■豚生産額 ▲ 344 億円

■飼養農家　　 ▲ 3 百戸

■関連産業　 ▲ 23 億円

■地域経済 ▲ 276 億円

■雇用 ▲ 6 千人

■影響額合計 ▲ 21,254 億円

　 うち農業産出額 ▲ 5,563 億円
    うち生産条件不利補正交付金 ▲ 617 億円
　  うち関連産業 ▲ 5,215 億円
　　うち地域経済 ▲ 9,859 億円

■雇用 ▲ 173 千人
■農家戸数 ▲ 33 千戸

注１：ＴＰＰの地域経済・雇用への影響は、平成17年産業連関表、平成20年度農業産出額により試算

資料：農林水産省「生産農業所得統計」、経済産業省「工業統計調査」、総務省「家計調査」、北海道「道民経済計算年報」

ＴＰＰによる北海道への影響試算

米

外国産は国内米と競合
し価格面で優位なこと
から生産量が９割削減
(1割に減少）

小　麦
外国産は国内小麦粉と
競合し価格面で優位な
ことから生産が壊滅

肉用牛

乳用種牛肉は価格差が
大きいことから生産が
壊滅、和牛等も価格が
下落

対象
品目

試算前提

てん菜

商品特性上差別化が困
難で、外国産は価格面
で優位なことから生産
が壊滅

でん粉
原料用
馬鈴
しょ

商品特性上差別化が困
難で、外国産は価格面
で優位なことから生産
が壊滅

酪　農
飲用等向け以外は、品
質面で優位性がないこ
とから生産が大幅減少

豚
外国産と競合し価格差
が大きいことから生産
が壊滅

合　　　　　計

注２：「日豪FTAによる北海道への影響試算」(平成18年11月）、「国境措置を撤退した場合の国内農業への影
響(試算）」（平成19年2月農林水産省）を参考にして積算


